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 背景と試験方法  

 近年、宇宙空間で運用を続けている衛星で、

放電により電力系統が破壊され運用の停止に追

い込まれる事故が起こっており問題視されてい

る。衛星が破壊される規模は、衛星が大電力化

するにつれて大きくなる。そのため太陽電池ア

レイの破壊を引き起こす、危険な放電(二次アー

ク)の発生閾値を調べることが必要とされてい

る。この研究は宇宙機表面でおきる二次アーク

の発生閾値を調べることを目的としており、研

究の成果は未だ確立されていない衛星帯電・放

電試験方法の国際標準の確立、そして衛星設計

の国内標準を作成するためには必要不可欠であ

る。実験は、空間と同じ状態を、回路システム

の構築によって地上で模擬して行っている (図

1)。 

 
図 1 地上試験回路システム 

 

 異なる周辺プラズマ環境の評価試験 (試

験方法の国際基準作成に反映 ) 
 太陽電池アレイの持続放電に関する実験で用

いる周囲のプラズマ環境は、大きく 3 つのパタ

ーンに分けられる(電子ビーム環境逆電位勾配、

プラズマ環境逆電位勾配、電子ビーム順電位勾

配)。実験では、周辺プラズマ環境の違いによっ

て二次アークの特性に違いがあるのかを調査し

た。実験の結果、電子ビーム環境逆電位勾配と

プラズマ環境逆電位勾配の違いが、二次アーク

閾値に与える影響はないことが判明した。その

ため、今後の地上帯電放電試験では、試験を効

率的に行うことが可能な電子ビーム環境逆電位

勾配を使用する。 
 

 太陽電池パドルの安全作動条件データ取

得試験 (国内衛星設計標準作成に反映 ) 
 宇宙用太陽電池(三重接合セル)を用い、列電

流、列間電圧、一次アークの規模、セル間隔を

パラメータとして、二次アーク閾値を取得した。 

実験によって得られたデータ(図 2)から、三重

接合セルの TSA(自然に消滅する二次アーク)継

続時間は、列電流に大きく依存していることが

明らかとなった。三重接合セルを用いて太陽電

池パドルを設計する際には、一つのアレイ回路

に流す電流量を 1.5A 未満にすれば PSA の発生

を防ぐことができると考えられる。ただしこの

条件が適用できるのは、列間電圧 50V~300V ま

での範囲に限られる。 
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図 2 列電流に対する TSA 継続時間の変化 
 


